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１．はじめに 	 

	 兵庫県豊岡市と新潟県佐渡市は，それぞれコウノトリとトキの野生復帰事業の一環とし

て，環境保全型農業の普及に取り組んできた。現状において，両市は，（ 1）環境保全型農

業の作付面積の推移，（ 2）無農薬米の占める割合，の 2 点で違いがある（表 1）。  

これらの違いを説明するために，本報告では，マルチアクター間の協働ガバナンスに焦

点をあて，普及プロセスへの影響について定性的な比較分析を行った。  

 
表１	 コウノトリ米とトキ米の作付面積の推移と無農薬米の割合	 

 

 
２．分析方法 	 

	 本報告では，運営制度の設計とファシリテーション的な

リーダーシップ双方からのアプローチにより，協働プロセ

スが機能してアウトカムにつながる，という Ansell & 

Gash（ 2008）の協働ガバナンス・モデルを援用した。	 	  

この協働ガバナンスの概念を野生復帰事業に適用するた

め，本報告では ,協働ガバナンスを事業普及のための（ 1）
協議の場，（ 2）リーダー双方からのアプローチにより ,（ 3）

環境保全型農業の普及の協働プロセスが機能することに

つながる ,として考察した（図 1）。  
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要素／フェーズ 豊岡市 佐渡市
1)	 定期的な会合の開催

2)	 マルチアクターの巻き込み

1)	 多様なアクターにおける
リーダーの有無

・複数のアクター（NPO、研究機関）におけ
るリーダー有

・市外アクターにリーダーを依存する傾向

2)	 マルチアクターの巻き込み
・アクター間のネットワークを広げるリー
ダー

・各アクター内でネットワークが完結する
リーダー

1)	 対話を通した信頼構築
・郷公園建設の説明（県）と受入れ（農家）
・水田被害調査（県、市、農家）

・「トキの田んぼを守る会」と他アクターの
非連携

2)	 積極的なコミットメント
・「郷づくり報告書」、営農組合（農家）
・技術体系化へ試行錯誤（県、農家）

・公的機関（国・県・JA）による一体的指導
体制

3)	 成果達成
・「コウノトリ育む農法」の技術確立
・農事暦の策定（農家、県、市、JA）

・「朱鷺と暮らす郷づくり認証制度」
・農事暦の未策定

・協議会における、定期的な会合とマルチ
アクターの巻き込み

①協議の場

②リーダー

③協働プロセス

・協議会における、定期的な会合とマルチ
アクターの巻き込み

３．分析結果 	 

まず ,協働プロセスをサポートする協議の場として，豊岡市の「コウノトリ野生復帰連絡

協議会」と佐渡市の「トキの野生復帰連絡協議会」を対象として，それぞれを①定期的な

会合の開催，②マルチアクターの巻き込み，という 2 つの要素から考証した。結果，両市

で大きな違いは見られなかった。  
	 次に ,リーダーについて，①多様なアクターにおけるリーダーの有無，②マルチアクター

の巻き込み，という 2 つの要素から，豊岡市と佐渡市を比較した。結果，ネットワーク構

造として，複数のアクターでアクター間のネットワークを広げるリーダーが散見された豊

岡市と，リーダーが市外アクターに依存する傾向にあり ,かつ ,各アクター内でネットワー
クが完結する方向に導き，横に広がる役割を果たさなかった佐渡市で，違いが見られた。  

最後に，本研究での協働ガバナンスの核となる，環境保全型農業の普及に関する協働プ

ロセスについて「対話を通した信頼構築」「積極的なコミットメント」「成果達成」の 3 フェー

ズから両市を比較検討すると，いずれのフェーズについても違いが見られた。このことは，

上記リーダーの有無がもたらすネットワーク構造の違いに関連すると言える。  

 
表２	 豊岡市と佐渡市の環境保全型農業普及プロセスにおける協働ガバナンス  

 
４．結論 	 

	 上記分析結果に基づき ,本報告は，環境保全型農業の普及プロセスにおいては，マルチア

クターが会する協議の場があるだけでは不十分で，複数のアクターにおいて核となるアク

ター間のネットワークを広げるリーダーが存在することで，協働プロセスサイクルの循環

につながることを示した。  

	 本研究のインプリケーションとして，保全型農業による農村振興や地域活性化に取り組

む他の地域においても，協働ガバナンス・アプローチに基づいた政策展開が求められると

言える。  
参考文献	 

Ansell ,  C.,  and Gash, A. (2008) Collaborative Governance in Theory and Practice.  Journal of  Public an
d Administration Research and Theory ,  18(4),  543～ 571. 


